
『地下鉄8 ・11 号線建設促進住民決起大会』

○開催日時　平成７年11月８日南　午後１時～３時

○会　　場　森のホール21大ホール（松戸市文化会館）

○交　　通　新京成線・八柱駅、武蔵野線・新八柱駅から

臨時バス（無料）が出ますので、ご利用ください。

Ｏバス発車時刻　［12:00　12:10　12:20　12:30　12:40　12:50］

［終了後は随時発車］

○参加申し込み　電話で交通計画課へ

本日　 まちづくりフォーラム

｢ど う す る 松 戸 ・新 時 代｣

－総合計画策定に向けて－

日　時　10 月20日童　午後２時～５時

会　場　市民劇場

内　容　●基調講演

｢松戸はどうすすむべきか｣

慶応義塾大学大学院教授　伊　藤

●パネルディスカッション

｢松戸の明日を語る｣

コーディネーター

東北芸術工科大学教授

パネラー

松戸商工会議所

松戸青年会議所

松戸市消費者の会

市　　 長

定　員　先着300人　費用　無料

問い合わせ　政策企画室

滋 氏

水 島 孝 治 氏

島 崎 征 治 氏

花野井 勝 浩 氏

文 入 加代子 氏

川 井 敏 久

人口と世帯

人口

男

女

世帯

464,853 人 ［－2｛｝01

236,319 人　［-157]

228,534 人 ［-  43]

175,505 世帯［－B4 ］

主な内容

秋の市民ぐるみで

囗

は
前
月
比

クリーンデー

松戸市消費者生活展

わが家でできる防災対策は？

市民健康づくりの集い

松戸市文化祭

情報チャンネル

街の話題

みんなの力でのばそう

地下鉄11号線
地
下

鉄
十
一
号
線
と
は

半
蔵
門
線
の
こ
と

で

、
既
に
渋
谷
丿
水
天

宮
前
間
で
開
業
さ
れ

て
い

ま
す
。

平
成
６

年
６
月
に

は
、
水
天
宮
前
か
ら

押

上
ま
で

が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
現
在
延
伸

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
八
号
線
と
は
有
楽
町
線
の
こ
と
で
、

庄
吉
ー
四
ッ
木
間
か
共
用
と
な
る
た
め
、
一

緒
に
活

動
を
し
て
い

ま
す

。

現
在
、
松
戸
駅
か
ら
の

都
心
へ
向
け
て
の

ピ

ー
ク
時
の
混
雑
率
は
、
二
三
八
％

と
限
界

に
達
し
て
い

ま
す
。

常
磐
線
・
千
代
田

線
の
混
雑
緩
和
や
、
交

通
利
便
性
の
向
上
、
そ
し
て
街
の
活
性
化
の

た
め
に
欠
か
せ

な
い
の
は
地
下

鉄
十
一
号
線

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

押
上
ま
で
の
延
伸
決
定
も
、
松
戸
市
・
葛

飾
区
・
江
東
区
・
墨
田
区
の
住
民
や
自
治
体

に
よ
る
要
請
活
動
（
住
民
決
起
大
会
・
署
名

運
動
・
運
輸
大
臣
面
談
な
ど
）
に
よ
り
実
現

し
た

も
の
で
す
。

今
年
も
、
押
上
か
ら
松
戸
間
の
延
伸
に
つ

い
て

一
市
三
区
の

住
民
の
大
き
な

期
待
と
熱

意
を
集
結
し
、
要

請
活
動
を
行
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て

、
国
な
ど
の
関
係
機
関
の
出

席
の

も
と
松
戸
市
で
『
地
下

鉄
八
・
十
一
号

線
建
設
促
進
住
民
決
起
大
か

を
閧
催
し
ま

す
。

松
戸
市
域
を
よ
り
快
適
な
生
活
の
場
と
し
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
交
通
施
設
の
早
期
整
備
が
必
要
で
す
。

地
下
鉄
十
一
号
線
は
、
そ
の
期
待
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
早
期
実
現
を
目
指
す
た
め
、
今
年
も
一
市
三
区
が
一
丸
と
な
っ
て
、

住
民
決
起
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

固
交
通
計
画
課

住
民
決
起
大
会
開
催

お気軽にご相談ください　11月の相談あんない

相 談 名 期　　　 日 時　　　 間 会　　 場

法　律☆
毎週火･木､第2･4月曜日 午後 １時～ ５時

市役所

相談

コーナー

第１月曜日 午前 ９時～ 正午

税 務 第 ２金曜日 午後 １時～ ５時

登　 記 第 ３金曜日 午後 １時～ ４時3〔〕分

行　政 第２・第４月曜日 午後 １時～ ３時

住　宅 毎週 水曜日 午前10 時～ 午後 ４時

交通事故･

市政･ 一般
月～ 金曜日 午前8時30分～午後5時 市民 相談室

巡

回

年

金

相

談

２困

午前10 時～午後 ３時

常 盤平 支所

７火 小金支所

10啻 小 金原支所

14次） 馬橋支所

17啻 六実支所

21火 新松戸 支所

24啻 矢切支所

2日(火) 東部支所

就学相談☆

月～ 金曜日
午前 ９時30分～正午

午後 １時30分～ ５時

教育研究所

Q66-7461 番
教育相談☆

靉

市
　

民
　

相
　

談
　

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

人
　

権
　

相
　

談

心
　

配
　

ご
　

と
　
相
　

談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

相 談 名 期　　　日 時　　　間 会　　場 圜

第２～第 ４金曜日

午前10時～午後 ３時

市役所相談コー

ナー

⑤)(月) 馬 橋支所

(m 六実支所

７(火) 小 金支所

１伽 ・⑩伽 常盤平支所

①伽 ・⑩銜
東松戸市民セ

ンター
２困 ・(玲休

小金原市民セ

ンター
※人権相 談は千葉地方 法務局 松戸支局(S63-627 日番）でも 行っています。

商人よろず

相談

１水
午前10時～午後 ４時

市役所相談

コーナー

融 商
資 工
係 課15水

労働相談 第1 ・3 月曜日 午後１時～ ５時 労 商
政 工
係 課女性就業相談 水・金曜日 午前1〔〕時～午後４時 女性センター

※労働相談は 柏労働基準 監督 署（容047卜63-0245 番） でも 行っています。

消費生活

相談
月～ 金曜日 午前 ９時～午後 ４時

消費生活センタ ー

登65-6565 番

ゆうまつど

こころの相談

第１～第 ３月 曜日 午前10時～午後 ４時

女性センタ ー

a63-〔〕505番

第４月曜日 午後１時～ ７時

女性パート

労働等相談
毎月 第２火曜日 午後1時30分～4時30分

相談はす べて無料です。 ☆印の相 談は予約をお願いします。

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

心
配
ご
と
＝
社
会
福
祉
協
議
会

登
6
8・
0
5
0
3

番



同時に河川清掃も実施

私
た
ち
の
街
を
住
み
よ
い
街
に

市
内
一
斉
に
1
0月
2
2日
剛
、「
秋
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク

リ
ー
ン

デ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
街
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
秋
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー

ン
デ
ー
」
を
1
0月
2
2日

㈲
に
実
施

し
ま
す
。

「
ク
リ

ー
ン
デ
ー
」
は
、
私
た

ち
の
街
が
き
れ
い
で

住
み
よ
い
街

に
な
る
よ
う
、
環
境
美
化
と

ご
み街をきれいにするのは、私たちの手で

減
量
の

意
識
を
高
め
る
た
め
、
毎

年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
は
、
二
百
九
十
五

団

体
、
八
万
六
千
人
が
参
加
し
て
三

十
四

少
の
ご
み

を
集
め
ま
し
た
。

私

た
ち
の
街
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
街
の

掃
除
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
…
1
0月
2
2日

㈲
午
前
９

時

～
正

午
〔
雨
天
の
場
合
に
は
、
1
0

月
2
9日

収
に
延
期
〕

清
掃
場
所
…
公
園
や

道
路
な
ど

の
公
共
ス
ペ

ー
ス

※
町
（
自
治
）
会
に
よ
っ
て
は
日

時
や
清
掃
場
所
が
異
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で

、
確
認
し
て

か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

清
掃
方
法

…
道
路
や
公
共
ス
ペ

ー
ス
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
（
空

き
缶
・
空
き
び
ん
・
紙
く

ず
・
ビ

ニ

ー
ル

・
草
・
小
枝
な
ど
）
を
市

が
配
布
す
る
ご
み
袋
（
燃
や
せ
る

ご
み
用
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
用
・

資
源
ご
み
用
の
三
種
類
）
に
入
れ

て

、
ご
み
の

種
類
別
に
集
め
て
く

松戸市立病院附属看護専門学校

平　成
８年度

だ
さ
い

。

※
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

。

固
清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係

坂
川
の
清
掃
も
同
時
に
実
施

秋
の
ク
リ

ー
ン

デ
ー
の
一

環
と

し
て
、
坂
川
の
河
川
清
掃
を
実
施

し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ

い

。日
時
…
1
0月
2
2日
面
午
前
９
時

～
正
午
集
合
場
所
…
①
坂
川
親
水
広
場

②
松
戸
神
社

③
竹
乃

橋
④
坂
川
橋

⑤
や
な
ぎ
公
園
⑥
旭
町
小
学
校

固
ま
ち
づ
く
り
総
合
推
進
室

昨年の坂JII清掃

看

護

科

三

年

課

程

出
願
期
間
・：
８

年
１
月
1
0日
困

～
1
7日
團
（
土
・
日

曜
日
と
祝
日

を
除
く

）
の
午
前
９

時
～
正
午
と

午
後
１

時
～
４

時

試
験
期
日
・：
２
月
３
日
出

二

次
試
験
）

受

験
資
格
・：
大
学
に
入
学
す
る

資
格
の
あ
る
人

募
集
定
員
・：
四
十
人

准

看

護

科

出
願
期
間
…
１
月
1
9日
窗
～
2
5

日
困
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の

血
圧
を
測
る
練
習

。
う
ま
く
で
き
る
か
な

10/22 ～12/31 は
マイバッグキャンペーン

買い物袋持参運動に

ご協力を

市
で
は
、「
ふ
く
ろ
う
作
戦
」
な

ど
で

買
い
物
袋
持
参
運
動
を
呼
び

掛
け
て
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
千
葉
県
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
買
い

物
に
行
く
と
き
は
、
買
い

午

前
９

時

～
正

午

と

午

後
１

時

～
４

時

試

験
期

日

…
２

月
1
7
日

出

（
一

次

試

験

）

受

験
資

格
…

高

等

学

校
に

入

学

す

る

資

格
の

あ

る

人

募

集
定

員
・
：
四

十

人
寮
入

学
願

書
は

、

有

料
で

配

布

中

で

す

。

醴

市

立

病

院
附

属

看

護

専

門

学
校

昔

6
7一
4
4
4
4

番

物
袋
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

○
レ
ジ
袋
は
辞
退
し
ま
し
ょ
う
。

○
過
剰
包
装
は
辞
退
し
ま
し
ょ
う

。

○
発
泡
ト
レ
イ
回

収
に
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

茴
千
葉
県
生
活
環
境
課
リ
サ
イ

ク

ル

推
進
班
登
0
4
3
・
2
3
3
・
2
7
5
7

番

あ
な
た
の
健
康

テ

レ

ビ
ゲ
ー

ム
て

ん

か
ん

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
て
ん
か
ん

と
は光

の
刺
激
に
よ
り
起
き
る
て

ん
か
ん
の
発
作
は
、「
光
過
敏
性

て

ん
か
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
て
ん
か
ん

は
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
と
き
に
起
こ

る
て
ん
か
ん
の

発
作
で

あ
り
、
光
過
敏
性
て

ん

か
ん
の
一
種
で

す
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
と

て
ん
か
ん
に
な
る
の
か

テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た

子
ど
も
が
突
然
に
け
い
れ
ん
を

起
こ

し

た

と
い

う
こ

と

が

あ

り
、
マ
ス
コ
ミ
で

も
取
り
上
げ

ら
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。「
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
て
ん
か

ん
に
な
り
、
死
ん
で
し

ま
う
」

と
注
意
し

た
学
校
の
先
生
か
お

り
、
た
ま
た
ま
そ
の
場
に
い
た

て
ん
か
ん
を
も
っ
た
生
徒
が
、

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と

い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
、

て
ん
か
ん
に
な
る
こ

と
は

あ
り

ま
せ
ん
。
何
か
別
の
原
因
で
て

ん
か
ん
と
な
り

、
て
ん
か
ん
の

症
状
で

あ
る
け
い
れ
ん
発
作
が

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
、
誘
発
さ
れ

る
の
で

す
。

禁
止
す
る
よ
り
も
上
手
に

遊
ば
せ
る

現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て

、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
友
達
と

の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
の
一
つ
で

あ
り
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て

仲
良
し
に
な
る

場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。
で

す

か
ら

、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
禁
止

す
る
よ
り
も
、
ゲ
ー
ム
の
時
間

を
三
十
分
と
か
一
時
間
な
ど
と

決
め

、
そ
の
合
間
に
は
休
憩
を

取
る
こ
と
、
明
る
い

場
所
で

姿

勢
に

気
を
付
け
、
画
面
か
ら
は

三
十
惣
以
上
離
れ
て

ゲ
ー
ム
を

す
る
こ
と
な
ど
を
守
ら
せ
る
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
中
に
目
が
チ

カ
チ

カ
し
た
り
目
の

前
が
暗
く

な
っ
た
り
、
頭
痛
や
吐
き
気
が

出

た
と

き
は

す
ぐ

に

中
止
し

て

、
し

ば
ら
く
目
を
閉
じ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

て

ん
か

ん

の

あ
る
子

ど

も

に
、
病
気
が
あ
る
と
い
う
理
由

で
テ

レ

ビ

ゲ
ー

ム
を
取

り
上

げ
、
差
別

感
を
持
た
せ
る
の
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ム
中

の
注
意
を
守
り
、
体
調
の
よ
い

と
き
に
行
う
よ
う
に
す
れ
ば
、

楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
（
松
戸
市
医
師
会
）

秋の市民ぐるみでクリーンデー

看護学生募集



松戸市消費生活展行政リストラ

市民会議開催

わ
が
家
で
で
き
る

防
災
対
策
は
？

身近な生活情報が盛りだくさん（昨年の消費生活展）

個別テーマなどを討議

第
二
次
の
行
政
リ
ス
ト
ラ
市
民

会
議
が
、
1
0月
３
日
㈹
に

開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
一
次
の
市
民
会
議

の
委
員
の

方
々
に
よ
り
、
平
成
８

年
３
月
末
ま
で
に
四
回
程
度
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
の
５

月
か
ら
市

内
部
の
組
織
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
事
務
事
業
見
直
し
に

関
す

る
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

こ

う
し

た
経
過
を
踏
ま
え

、
市

で
提
示
し

た
個
別
の
テ
ー
マ
な
ど

に
関
し
て

さ
ら
に
討
議
を
し
て
い

た
だ
き
、
本
年
末
に
策
定
が
予
定

さ
れ
て
い

る
行

政
リ
ス
ト
ラ

実
施

計
画
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い

ま
す
。

固
総
務
部
事
務
管
理
課

皆
さ
ん
は
、
家
庭
で
ど
ん
な
防
災
対
策
を
し
て
い
ま

す
か
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
何
か
役
に
立
つ
の
で
し

ょ
う
か
。
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
持
ち
出
し
品
の
情
報

や
家
具
の

転
倒
防
止
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
等
の
暮
ら

し
の
工
夫
な
ど
、
わ
が
家
の
安
全
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
見
て
、
触
っ
て
、
実
感
す
る
、
生
活
情
報
満
載
の

消
費
生
活
展
を
開
催
し
ま
す
。

日

時
・：

‥
1
1
1
1

一
月

２

日

困

～

７

日

㈹

、

午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
最

終

日

は

３

時

ま

で

）

会

場
・
：

伊

勢

丹

松

戸

店

新

館

九

階

ア

ー

ト

ス

ポ

ッ

ト

ま

つ

ど

、

一

階

広

場

介
一
月

３

日

～

５

且

内
容
…
「
く
ら
し
を
守
る
―
防

災
対
策
は
み
ん
な
の
手
で
！
」
①

憶

え

て

い

ま

す

か

、
こ

の

災

害
（

災

害

の

原

因

や

近

年

の

災

害

を

パ

ネ

ル

等

で

紹

介

）

②

私

た

ち

の

ま

ち

松

戸

を

知

る

（
地

形

・

地

盤

の

特

徴

や

避

難

場

所

等

に

な

る

公

共

施

子どもの人権

専門委員が

任命されました

設
を
紹
介
）
③
防
災
対
策
、
み
ん

な
、
そ
し
て
ひ
と
り
ひ

と
り
（
各

家
庭
で

備
え
た
い
防
災
用
品
と
防

災
対
策
を
実
物
や
室
内
モ

デ
ル
等

で

紹
介
）
④
救
援
文
化
を
創
ろ
う

（
支
援
に
つ

い
て
の
考
え
方
の
提

案
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

紹
介
）

⑤
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り

酋

主
防
災
組
織
活
動
や

生
活
情
報
入

手
方
法
の

検
証
と
課
題
を
探
る
）

⑥
行
政
・
企
業
コ

ー
ナ

ー・

鵄

消
費
生
活
課
消
費
生
活

係
容
6
6

・
７
Ｑ
Ｊ（
／貿‥一り
番

子
ど
も
の
人
権
尊
重
に
つ
い
て

、

国
内
に

お
け
る
取
り
組
み
を
強
め

る
と
と
も
に
世
界
各
国
と
協
力
し

て
今
ま
で
以
上
に
取
り

組
み
を
推

し
進
め
て
い
く
た
め
、
日
本
は
昨

年
、
「
児
童
の

権
利
に
関
す
る

条

約
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

こ

れ
を
受
け
て
法
務
省
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
中
か
ら
「
子
ど

も
の
人
権
専
門
委
員
（
子
ど
も
人

権
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）」
を
任
命
す
る

こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
は
、

子
ど
も
の
人

権
相
談
所
の

開
設
や

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
な
ど
、

常
に
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
情

報
の
収
集
に

努
め
、
子
ど
も
が
発

信
す
る
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く

11月1日は計量記念日

暮らしの中の計量に
目を向けよう

キ
ャ
ッ
チ
し

、
そ
の
解
決
に

努
め

ま
す

。

な
お
、
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸

支
局

管
内
で

任
命
さ
れ
た
の
は

、

次
の
方
で

す
。

※
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
の

相

談
は

、
従
来
ど
お
り
人
権
擁
護

委
員
に
も
で

き
ま
す
。

閲
千

葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

昔
0
4
3
・
2
4
7
・
Ｑ
″４
４
４
番

商
売
用
の
は
か
り
に
は

定
期
検
査
の
義
務
が

市
内
の
ス

ー
パ

ー
や
商
店
で
使

わ
れ
て

い
る

商

売
用
の

は
か

り

は

、
二
年
に
一
度
、
市
の

定
期
検

査
を
受
け
て

合
格
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
合
格
し
た
は
か
り
に

は

、
合
格
シ
ー
ル

が
張
っ
て
あ
り

ま

す
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
や

タ
ク
シ

ー
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
な
ど
の

各

種
の
メ

ー
タ
ー
は

有
効
期
間
が
定

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
お
店
の
は
か
り
や
メ

ー
タ
ー
は
大
丈
夫
で
す
か
？

「
正
し

い
計
量
」
は

生

活
の
基
本

計
量
法
は
、
正

確
な
は
か
り
を

使
う
こ
と
と
と
も
に
正
し
く
商
品

を
量
っ
て
販
売
す
る
こ
と
も
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
毎
年
二
回
、
市
内
の
ス

ー
パ

ー
な
ど
に

立
入

検
査

を
行

い

、
量
目
公
差
に

基
づ
き
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ

ー
に

森のホール2

1

市
内
の
ス

ー
パ
ー
、
商
店
な
ど
で

指

定
の

商
品

を

購
入

し
て

も
ら

い
、
市
の

職
員
が
立
ち
会
っ
て

再

計
量
す
る
試
買
検
査
会
を
毎
年
行

っ
て

い
ま
す
。

今
年
は

、
５
月
2
9日
に

牛
肉
・

マ
グ
ロ
・
シ
ラ
ス
干
し
の
三
品
目

を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。

検
査

し
た

八
十

二
品

目
の

う

ち
、
正
量
範
囲
内
に
あ
っ
た
商
品

は
七
十
六
品
目
（
九
二
・
七
％

）
、

不
足
は
、
牛
肉
四
品
、
マ

グ
ロ

ー

品
、
シ
ラ
ス
干
し
一
品
の
合
計
六

品

（
七
・
三
％
）
で
し
た
。
量
目

不
足
の
原
因
は
、
風
袋
（
ト
レ
イ
・

経
木
な
ど
）
の
引
き
忘
れ
や
ラ

ー

ド
等
の
添
え
物
を
風
袋
引
き
し
て

い
な
い
こ

と
な

ど
で
し
た
。

正
確
に
量
る
こ
と
は
、
商
取
引

の

基
本
で

す
。
量
り
売
り
を
し
て

い

る
商
店
で
は

、
「
正
し
い

計
量
」

を
十
分
心
掛
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。消
費
者
の
皆
さ
ん
も
商
品
の
量

目
に
関
心
を
持
っ
て
、
時
に
は

自

宅
で
品
物
を
量
り

直
し
て
み

る
こ

と
も
必
要
で
し

ょ
う

。

閲
消
費
生
活
課
計
量
係

容
6
6・
5

1
5
0

番

無松戸市文化振興財団S84 ―5050番

ピアノ+アンサンブルフェスティバル11月 ３日は森のホールの満 ２歳の誕生日。豊かな響きが

自慢の大ホールで、演奏家を目指す若い音楽家やアマチュ

ア合奏団の皆さんたちが腕を奮います。秋の３連休、皆様

お誘い合わせでお出かけください。

11／ 3 竭　 午後 １時から　 ヴァイオリンとピアノ名曲集

４出　 午 後 １時から　 古典 派と 声楽

午 後 ３時から　 ロマン 派を 中心に

５（日） 午 後 １時から　 フラン スの香り

午 後 ３時から　 アンサン ブル ・ア ラカルト

新しく
なった

予
防
接
種
の
制
度
が
変
わ
り
、

予
診
票
の
送
付
方
法
も
４
月
か

ら
変
更
し
ま
し
た
。
最
近
よ
く

聞
か
れ
る
質
問
に
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
。

兄
弟
で
送
ら
れ
て
く
る
予

診
票
が
違
う
の
で
す
が

松
戸
市
で
は
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
る
年
齢
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
つ

ど
通
知
を
し
て

き
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
乳
幼
児
期

に

受
け
る
予
防
接
種
の
予
診
票

を
す
べ
て

一
冊
に
綴
り
、
手
帳

形

式
で
送
る
よ
う
に
変
え

ま
し

た
。こ
の
手
帳
は
平
成
６
年
1
2月

１
日
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
か
ら

お
送
り
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
以

前
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
は
、

順
次
残
り
の
予
診
票
を
ま
と
め

て

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
転
入

さ
れ
た
人
は
、
申
し
込
み
が
な

い
と
予
診
票
が
届
か
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
申
込
方
法
や
予

防
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

は
、
随
時
広
報
ま
つ
ど
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ

い
。

予
診
票
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
予
防
接
種

か
ら
受
け
る
の
で
す
か

暼呆健衛生課

ど
の
予
防
接
種
か
ら
受
け

な

け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決
ま

り
は
あ
り
ま
せ
ん

。
し
か
し

、

Ｄ
Ｐ
Ｔ
は
三
ヵ
月
か
ら
、
麻
し

ん
は

一

歳
か

ら
と
い

う

よ
う

に

、
予
防
接
種
の

種
類
に
よ
っ

て

受
け
ら
れ
る
年
齢
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
接
種
年
齢
に
は
十

分
注
意
し
て

く
だ
さ
い

。

ま
た

、
個
別
接
種
で
あ
れ
ば

年
間
を
通
じ
て

受
け
る
こ
と
が

で

き
ま
す
が
、
集
団
接
種
は
日

程
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
日
程

を
よ
く
確
認
し
、
お
子
さ
ん
の

体
調
の
よ
い
時
に

受
け
ら
れ
る

予
防
接
種
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
。よ
く
「
Ｄ
Ｐ
Ｔ

が
ま
だ
三
回

終
わ
っ
て
い
な
い

の
で

ポ
リ
オ

は
で

き
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
質

問
を
受
け
ま
す
が
、
接
種
間
隔

が
き
ち
ん
と
あ
い
て
い

れ
ば
、

同
じ
種
類
の
予
防
接
種
の
間
に

ほ
か
の
予
防
接
種
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
予
診
票
と
一
緒
に
お
送
り
し

て
い
る
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
」
に
は
、
効
果
や
接
種

方
法
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く

書

い
て
あ
り
ま
す

。
よ
く
読
ん
で

必
要
性
や
有
効
性
を
十
分
理
解

し
、
お
子
さ
ん
に
あ
っ
た
予
防

接
種
の
実
施
計
画
を
立
て
て

進

ん
で
受
け
ま
し

ょ
う
。

「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す

防
災
行
政
用
無
線
局
で
放
送
し
て
い
る
「
歌
の
街
」
の
放

送
時
間
が
、
1
1月
１
日
～
１
月
3
1日
の
間
、
午
後
４

時
3
0分

に
変
わ
り
ま
す
。

固
防
災
課

佐々木亮二 和田　康男

予防接種

上
手
に
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に



講演会（あなたお元気ですか）

●テーマ…「楽しい夫婦生活」

●日　時…10月28日(土)午後１時30分～

３時30分( 開場午後〇時30分)

●会　場…市民劇場

●講　師…歌手　小柳ルミ子さん

●入　場…無料

惠当日、会場へ直接お越しください。

※満員の場合は、入場をお断りすること

があります。

健
康
を
楽
し
く
考
え
る
「
市
民
健
康

づ
く
り
の
集
い
」
を
、
1
0月
2
8日
出
・

2
9日
囲
に
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
活
躍
中
の

小
柳
ル
ミ
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、

盛
り
だ

く
さ
ん
の
催
し
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

雋
健
康
管
理
課
容
6
6・「
／
４
８
６
番

小柳ルミ子さん

催し物案内

申し込み制の催し物

催し 物 会　場 日　時 内　　容 備　考

糖尿病会食会

ニューオータニ

松戸店15階エグ
ゼクティブ

10/28C土)
午前10時～
午後１時

糖尿病患者とそ
の家族が対象。
定員は65人。費

用は2,500円
定申
員し
に込
達 み
し の
まご
し案
だ内
の は
で広
受 報
け ま
付 つ
けど
は９
終月
了20
し日
て号
い でま行
すなｏい

シルバーお楽し
み料理教室

中央保健センタ

ー

28山・29(日)

午前句時～
午後３時

65歳以上の人が

対象。定員は両
日とも35人

ヘルシー講座
健康増進センタ
ー

28山
午前10時～
正午

講話とパネル・
献立等の展示・

健康相談。定員
は80人

ゲートポール大
会

金ヶ作公園野球
場

28圉・29(日)
午前９時～
午後４時

グラウンド　ゴ
ルフ大会

運動公園陸上競
技場

29(日)
午前９時～

午後４時

費用…無料、糖尿病会食会のみ2,500円

催　し　物 会　　場 日　　 時 内　　　 容 備　考

リハビリ教室作品展
市役所1 階本館新

館連絡通路

10/2K 水)～31(火)

午前８時30分

～午後５時

Ｕハビリ教室参加者の

手工芸品等の作品展

保 健 所 コ ー ナ ー

松戸駅西ロデッキ

※雨天の場合

松戸駅東西連絡

通路

28出

午前10時～

午後２時

●覚醒剤乱用防止・工

イズ予防の呼びかけ

と相談

●健康・栄養相談

自由参加

駅 前 健 康 相 談

●血圧測定コーナー

●看護相談コーナー

(赤ちゃんからお年

寄りまで)

家庭介護コーナー
介護用具・用品を展示

紹介

歩　 こ　 う　 会

松戸地区コース

28山 午前９時　江戸川河川敷（松戸

駅西口駅前通り突きあたり）集合 各コース6 ～8km を２

～３時間かけて歩きま

す。参加自由。

雨天中止

蠢中央ｨ呆健セ

ンター

≪66-ｱ490 番

常盤平地区コース

28出 午前９時　常盤平市民センター

集合

[黜建康管理課常

盤平方面保健室

酋8∠1-1333番

小金地区コース

29旧)午前９時30分　東漸寺集合

回』淦保健セ
ンター
≪46-5601番

ジャズ体操フエステ

､ィバル
市民会館

29旧）

午後1 時～

４時30分

健康づくりのために体

操を実践しているブル

ーフが活動成果を発表

見学自由

残健康増進セ

ンター

≪65  - 5588番

健 康 診 査 と 相 談

中央保健センター

常盤平市民センタ

ー

小金保健センター

29(日)

午前９時～竹時

受け付け

●18歳以上の人のヘル

フ フ リーニンブ(血

圧測定･検尿･胸部レ

ントゲン検査、40歳

以上の大には心電図

検査・血糖検査も)

●歯科健康診査・相談

(幼児からお年寄り

まで)

●薬の相談

●在宅ｹﾌﾌ 相談

自由参加

カルシウム

展示コーナー
中央保健センター

29旧）

午前９時～正午

カルシウムを多く含む

食品の展示とアンケー

ト 自由参加

学校給食コ ーナー
給食サンプルとパネル

を展示

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物

行　 事　 名 日　　時 講　　　師 定　員

園芸教室
｢熱帯花木の冬越し｣

11/100
午後１時30分
～３時

みどりの相談員
田口　峯男氏

先着20人

園芸教室

｢シ
ンビジウムと
デンドロビウムの管理｣

11/4 山
午後１時3〔}分
～３時

みどりの相談員

小林　鶴太郎氏
先着20人

みどりの講習会

｢家庭果樹のつくり方
(講義編)｣

11/5(日)
午後１時30分
～３時30分

干葉大学園芸学部教授
高橋　英吉氏

先着40人

こども手づくり教室

｢どんぐりや竹で笛作り｣
11/11出
午後１時30分
～３時30分

市川市児童厚生員
石井　　浩氏

小1～小6
先着24人

みどりの講習会

｢ミ ニ生垣づくり｣
11/12(日)
午後１時30分
～３時30分

松戸市造園業協会会員 先着40人

森のクラフト教室

｢わらじ作り｣

11/18C土)
午後1 時
～３時30分

小暮　八三氏 先着24人

みどり
の講習会

『家庭果樹のつくり方
(実技編)J

11/2K日)
午後１時30分
～３時30分

千葉大学園芸学部教授

高橋li 吉氏
先着40人

市

立

東

松

戸

病

院

の

薬

剤

師

パ

ー

ト

を

募

集

職

種
薬

剤

師
　

対

象
四

十

歳

ま

で

の

有
資

格

者
　

勤

務

条
件

月

曜

～

金

曜
日

、

午

前
８

時
3
0
分

～

午

後
５

時

（
時

間

等
は

相

談
に

応

じ

ま

す

）

惠
い１１Ｅ
月

５

日

収

ま
で

に

、
履

歴

書

（
写

真

添
付

）
・

資
格

免

許
の

写

し

を

郵

送
で

、

〒
2
7
1松

戸

市

高
塚

新

田

二

三

－

二

二
福
祉

医

療
セ

ン

タ
ー

東
松

戸

扼

院
総

務

課
（
f
1
9
1・

5
5
0
0

番

）
　へ

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス
い
1
1
1
1

一
月
８

日

圉

午

後
１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

揚

勤

労
会

館
　

内

容

パ
ー

ト

タ
イ

ム

労

働
の

現

状

、

保

険
・

税

金
や

法

律
に

つ

い
て

の

説
明

会

、

働

く
人

の

悩
み

相

談

等

圜

松
戸

公

共

職
業

安

定

所

｀
4
8
・

6
1
0
0

番

費用…無料[ 埀]電話でパークセンター 酋45-8900 番(月曜休館)へ

市

立

図

書

館

の

不

用

本

を

差

し

あ

げ

ま

す

図
書
館
で

は
、
利
用
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
内
容
が
古
く
な
っ
た

本

全

に
雑
誌
類
）
や
寄
贈
本
（
図

書
館
の
蔵
書
と
重
複
す
る
も
の

）

な
ど
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
無
料

で

差
し
上
げ
ま
す
。

期
間
1
0月
2
4日

次
～
2
9日

㈲

会
場
小
金
分
館
　

配
布
冊
数
一
人

五
冊
ま
で

蠢
市
立
図
書
館
｛
一一
6
5・
5
1
1
5

番ド

ラ

ム

の

指

導

者

を
募

集

発
達
の
遅
れ
た
青
年
た
ち
に

、

ド
ラ
ム
を
教
え
て
く
だ
さ
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

指
導
日
月
一
～
二
回

、
日
曜
日

の
午
前
中
　
指
導
形
態
個
人
ま
た

は
集
団

残
松
戸

グ
リ

ーフ

ク
分
室
・
丸
山

｛
1
6
2・
４
１
４
（
Ｍ）番

1
0月
3
1日
㈲
は
市
・
県
民
税
の
第
三
期
納
期
限
で
す
。

期
限
内
に
納
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

蠢
収
納
課

市民健康づくりの集い



参
加
し
よ
う
！
見
に
行
こ
う
！

松
戸
市
文
化
祭

昨年行われた奇術発表会

社会教育課市民文化係　

展覧会の部

行 事 名 会　　 場 期　日 時　　間

菊　　 花　　 展

市民会館

10/29(日)～
11/300

午前10時～
午後５時

盆　　 栽　　 展
10/31 (火)～
11/3(S5

午前９時～

午後５時

写　　 真　　 展

文化ホール

11/11 水)～

５旧) 午前10時～

午後６時

手 芸 作 品 展

陶 芸 作 品 展

華　　 道　　 展
11/1  c水)～

３呪
洋　　 蘭　　 展 市民会館

午前９時～

午後５時

常盤平総合文化展　　　　　　　　　　　 会場＝常盤平市民センター

期　　日 時　　 間 内　　　　　 容

11/1C水卜 ３呪
午前10時～
午後５時

書道・手工芸・油絵・編物･洋裁･
華道

11/3(83

午前10時～
午後３時

茶会

午後６時30分～

８時45分

ダンスパーティー

(社交ダンスの夕べ)

催しの部

行　 事　名 会　　　場 期　日 時　　間

文 化 講 演 会

※詳細は下記
女性センター 10/27c 午後１時30分～３時30分

小　　 唄　　 会 市民会館

10/29(日)

午後１時～
５時30分

郷 士 史 研 究 会

※詳細は下記
市民劇場

午後１時～
４時30分

松 戸 市 合 唱 祭 森のホール21
午前11時～

午後ら時

民 踊 愛 好 会
民　 踊　 大　 会

市民会館

11/3(83

午前９時30分～

午後ら時

俳　 句　 大　 会 午前11時～
午後５時

邦　　 楽　　 会
午前11時～

午後ら時

茶　　　　　　 会 松雲亭
午前10時30分～

午後３時30分

奇 術 発 表 会

※手話通訳あり
市民劇場 午後1 時～４時

囲　 碁　 大　 会 勤労会館
午前９時30分～

午後フ時

社交ダンスのタベ 常盤平市民センター 午後ら時30分～
８時45分

民 謡 民 舞 大 会

市民会館 11/5 旧）

午前９時30分～

午後フ時

短　 歌　 大　 会 正午～午後５時

松戸三曲大演奏会 森のホール21

11/12旧）

午前10時30分～
午後５時30分

日本古典舞踊大会 市民会館 午前10時30分～
午後フ時

話し方フェスティ
バル

森のホール21 午前10時～
午後５時

吟 詠 の 集 い 市民会館
11/19旧）

午前９時～午後８時

フラダンスの集い 市民劇場 午後１時30分～
４時

市民社交ダンスパ
一一アイ

森のホール21　　　11/19旧）

※整理券が必要ですo希望する人は
10月23日以降社会教育課へ

午後５時30分～
８時30分

謡 曲と仕 舞の会

市民会館 11/2300

午前９時30分～
午後５時

日 本 舞 踊 大 会 午前佃時～
午後ら時

地　域　文　化　祭

小金原文化祭　　　　　　　　 会場＝小金原市民センター 稔台文化祭　　　　　　　　　　 会場＝稔台市民センター

期　日 時　　間 内　　　　 容 期　日 時　　間 内　　　　 容

10/22(日)

午前９時～

午後５時

邦楽と踊りの会 10/28C士)･
29(日)
午前９時～

午後５時

(10/29 ・ 11/

4 ・5 は午後４

時まで)

書道・盆栽

11/1C水)
～ ３粉

総合手芸展 11/100
～５(日)

油絵・水彩画・ペン習字

11/4CD･
５(日)

書と花 11/1  c水)

～４山
版画・水墨画・かな書道

小金文化祭　　　　　　　　　　 会場＝小金市民センター 11/3(83
～５(日)

生け花・児童画
期　日 時　　間 内　　　　 容

11/3(83

午前９時～

午後６時
囲碁大会(会費1,000円､弁当付き)

10/28C±)

午前10時～

午後４時

日本舞踊・茶会

10/28C±)･

29(日)

編物・フラワーアレンジメン

ト 引非画・墨絵･押花フフート･
押絵・華道・書道・写真

午前10時～午後3時 茶会

11/5(日)
午前9時～午後9時 カラオケ大会

10/29(日) 大正琴・ハーモニカ・茶会 午後６時～９時 社交ダンスのタベ

10/2B日)
午後４時～

８時30分
社交ダンス ときね南文化祭　　　　　　　　　　 会場＝常盤平体育館

期　日 時　　間 内　　　　 容11/18±)･
19(日)
午前10時～

午後４時

新舞踊・華道・油絵

10/22(日)
午前10時～
午後４時

舞踊・民謡・琴・三味線・ダ
ンスほか発表会

書道・生け花・茶会・陶芸 一
手工芸・山野草展示会

11/19(日)
日本舞踊・民謡・詩吟･詩舞･

長唄･大正琴・茶会

新松戸文化祭　　　　　　　　 会場二新松戸市民センター

矢切公民館合同作品展　　会場＝矢切公民館(総合福祉会館3･4階)
期　日 時　　 間 内　　　　容

期　日 時　　間 内　　　　 容

10/28 土)･
29(日)

午前９時～

午後５時

(10/29 は午後
４時まで)

手作りネクタイ・パッチワー
ク・粘土人形・押花・木彫・

パンフラワー・手編み・機械
編み・手描染色・工芸盆栽・

アメリカンフラワー・和紙人
形・茶会・華道

10/31C火)

11/5( 日)

午前10時～

午後４時
(10/31 は正午

から、11/5 は
午後３時まで)

書道・七宝焼・陶芸･鎌倉彫･
桜彫・華道・絵画・茶会ほか

文
化
講
演
会
「
松
戸
時
代
と
『
百
年
の
旅
人
た
ち
』
」

講
師
＝
作
家
　
李
　
か
い
成
氏

日
時
－
1
0
月
2
7日

應
午
後
１
時
3
0分
～
３
時
3
0分

会
場
＝
女
性
セ
ン

タ
ー

郷
土
史
研
究
会
「
虚
無
僧（

こ
む
そ
う
）
尺
八
と
琵
琶（

び
わ
）演
奏
」

内
容
＝
下
総
一
月
会
の
尺
八
と
薩
摩
琵
琶
中
川
鶴
女
「
壗
の
浦
」
の
演
奏
と
解
説
映
画

日
時
＝
1
0月
2
9日
日

午
後
１
時
～
４

時
3
0分

会
場
＝
市
民
劇
場

松
戸
の
原
始
古
代
通
史
展

日
時
＝
竹
月
１
日
團
～
３
日

吩
午
前
９

時
～
午
後
４
時

会
場
＝
下

総
史
料
館
（
紙
敷
九

一

石

圃
下
総
史
料
館
・
湯
浅
S
9
2
・
2
4
6
6

番

盆
栽
・

さ
つ
き
展
示
会

日
時
U
H
1
1月
1
1日
出
・
1
2日
旧
午
前
９

時
3
0分
～
午
後
５

時

会
場
＝
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

黷
日
本
盆
栽
協
会
松
戸
支
部
松
戸
さ
つ

き
会
・
秦
野
公
8
7・
4
5
8
2

番

障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
生
徒
募
集

訓 練科目 定員 期間 資　　格 対象

オフィスビジネス系
Ｏ　Ａ　事　務　科

各
10人

１年 高校卒業以上 身
体
障
害
者

印 刷 ・ 製 本 系

製　　　版　　　科

電 気 ・ 電 子 系
電　子　機　器　科

アパレル系
洋　　　裁　　　科

建　築　施　工　系

建　築　設　計　科
２年 中学校卒業以上

縫　製　実　務　科

１年
義務教育を終了

した人

精
神
薄
弱
者木　工　実　務　科

国

勢

調

査

へ

の

ご
協

力

あ

り

が

と

う

ご
ざ

い
ま

し

た

国
勢
調
査
の
調
査
票
の
回
収
を

終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
調
査
の
結

果
は
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
を
考

え
る
基
礎

資
料
と
し
て
役
立
て
ま

す
。
黷
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

松

戸

市

成

人

式

平
成
８

年
１

月
1
5日
（
成
人
の

旦
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
対

象
昭
和
5
0年
４

月
２
日

～
5
1年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
で

、
市
内
に

住
民
票
が
あ
る
人
（
1
2月
中
旬
に

通
知
を
発
送
し
ま
す
）

蠢
青
少
年
会
館

｀
4
4・
8
5
5
6

番

募集期間11月22日圉 まで　選考日12 月12日(火)・13日(水) 縫製 ・

木工実務科は12月７日困 ・８日田　 授業料無料

[圃県立 障害者高等技術専門 校0043-291-7744 番、または職業

安定所

甲

種

防

火

管

理

講

習

会

］且
月
1
4
日

㈹

・
1
5
日

困

、

午

前

９

時
3
0
分
～

午

後
５

時
　

会

場

消

防

局

講
堂
　

定

員

先

着
百

五
十

人

費
用

四

千
円

圃
1
0
月
2
6
日

水

Å

１１一
月
１

日

困

の

間
に

、

各

消

防

署
ま

た

は

消

防

局

予

防
課

（
・
。
6
3・
1
1
1
1

番

）

へ陸

上

自

衛

隊

松

戸

駐

屯

地

記

念

祭Ｈ
月
５
日
収
午
前
９

時
3
0分
～

午
後
３
時
　

会
場
陸
上
自
衛
隊
松

戸
駐
屯
地
　
内
容
模
擬
店
・
子
供

の
国
・
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

黷
松
戸
駐
屯
地

広
報
室

酋
8
7・
2

1
7
1

内
線
９
にＩ１
（
／
‘番

1
0／
2
5團
～
3
1㈲
は

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

き
れ
い
で
す
　
放
置
ぜ
口
で
す
　
誇
り
で
す

黷

安
全
課

道

路

の

不

法

使

用

は

や

め

ま

し

よ

う

車
道
や
歩
道
に
商
品
や
看
板
を
並
べ
て
営
業
す
る
こ
と
は
、

通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
み
ん
な
が
迷

惑
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　

蠢

道
路
驟

第47回



図

書

館

市

民

講

座

「

松

戸

の

文

学

散

歩

」

バ

ス
（

イ

ク

い‥（
月
９

日

團

・
1
6
日

閑

・
2
4
日

窗

、

各

午

前
９

時
3
0
分

市
立

図

書

館

本

館

前

集
合
　

コ

ー
ス

矢

切

の

渡
し

～

西

蓮

寺
・

野

菊
の

墓

文

学

碑
～

八

柱

霊

園
・

西

条
八

十

の

墓

～

子

和

清

水

・
一

茶

句

碑
～

東

漸

寺
～

妙

典

寺

・
芭

蕉

句

碑
～

万

満

寺

ほ

か
　

定

員

各

回

二

十

五

人

（
応

募

多

数
の

場
合

は

抽
選

）

圉
1
0
月
2
7
日

窗
〔
必

着

〕
ま
で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

希
望

日

・

住

所

・

氏

名

・
電

話

番

号
・

図

書

館
利

用

カ

ー

ド
番

号

を

記
入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市

松
戸

二

〇
六

〇

市

立

図

書
館

（

音
6
5
・
5
1
1
5

番

）
へ

※
（

ガ
キ

ー
枚
で

二

人

ま
で

申
し

込

め

ま

す

。

講

演

会

「
不

登

校

を

誤

解

し

な

い

で

」

1
0月
2
9
日

収
午

後
１

時
3
0
分

～
５

時
　
会
場
二
十
世
紀
が
丘
市

民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
医
師
と
学
校

拒
否
経
験
者
の
話
　

費
用
千
円

閲
松
戸
登
校
拒
否
を
考
え
る
会
・

増
山
音
4
4・
0
7
8
8

番
（
夜
間
）

松

戸

オ

リ

エ

ン

ト

協

会

講

演

会

「

戦

後

五

十

年

」

1
0月
2
1日
出
午
後
５
時
～
７

時

会
場
松
戸
商
工

会
議
所
　

講
師
同

協
会
顧
問
・
杉
山
二

郎
氏
　

費
用

八
百
円

寮
映
画
（
三
島
由
紀
夫
主
演
「
娶

国
」
）
も
同
時
に
上
映

胴
当
日

会
場
で

固
鈴
木
容
6
2・
3
7
1
6

番

食

生

活

講

座

期　日 時　　間 内　　　　容 会場

11/7

火

曜

日

午前10時
？

午後１時30分

(お話)

健康と食生活に
ついて

(調
理実習)

スピード 料理
五

香

市

民

セ

ン

タ

｜

14
午前10時
？

正午

（お話）健康づ
くりと運動・休
養について

(実技)
手軽にできるヨ

ガ

21
午前10時
？

午後１時30分

（お話）家族そ

ろつて成人病を
予防しよう

(調理実習)
野菜をいっぱい

食べよう

28
（お話）成長期
のための食生活
について

(調理実習)
カルシウムを上
手にとろう

費
用
無
料
　
定
員
先
着
1
5人

惠
電
話
で
健
康
管
理
課
常
盤
平
方
面

保
健
室
酋
8
4・
1
3
3
3
番
へ

文

化

財

史

跡

め

ぐ

り

］Ｈ
月

６

日

側

・
７

日

㈹

・
９

日

閑

・
1
0
日

面

各

午

前
９

時
3
0
分

北

小

金
駅

集

合
　

対

象

市
内

在

住

者

定

員

各
日

二

十

人

（

抽
選

）
　

コ

ー
ス

東
平

賀

貝

塚

～

本
土

寺
～

幸

田

貝

塚
～

広
徳

寺

～

大
谷

口

小

金

城

跡

～

慶

林
寺

寮
雨
天

中
止

。

昼

食

は

各

自
持

参

。

全

行

程

（
約

五

冫

）

を

歩
き

ま

す

の
で

、
体

力

に

自

信
の

無
い

人

は

ご

遠
慮

く

だ

さ
い

。

順
一
1
0月
2
7
日

面
〔
必

着

〕
ま
で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

住
所

・

氏

名

・

年

齢
・

電

話

番
号

・
希

望

日

（

第
二

希
望

ま
で

）

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
1

松
戸

市

根

本

三
五

六

松

戸

市

教

育

委
員

会

社

会

教

育
課

文

化

財

係
へ

※
（

ガ
キ

ー
枚
で

二

人

ま
で

申
し

込

め

ま

す

。

文
化
講
演
会
「
桂
離
宮
の
文

化

的

背

景

と

デ

ザ

イ

ン

」

1
1
1
1

一
月

１

日

團

・
８

日

團

、

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

女

性

セ
ン

タ

ー
　

講

師
東

京

芸

術

大

学

教

授

・
斎

藤

英

俊
氏
　

定

員

先

着

五

十
人
　

費

用

無

料

圃

電

話
で

矢

切

公

民

館

昔
6
8
・
1

2
1
4

番
へ

家

庭

看

護

教

室

対
象
家
族
に
病
人
や
老
人
が
い

る
人
で

、
将
来
の
た
め
に
家
庭
看

護
を
勉
強
し
た
い
人
　

定
員
先
着

二
十
五
人
（
男

性
歓
迎
）

匣
1
0月
3
1日

㈹
ま
で
に
、
（

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
参
加
動
機
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保
健

所
保
健
指
導
課
家
庭

看
護
教
室
担

当
（
ｔ
1
6
1・
2
1
2
1

番
）
へ

講
座
・
講
演

お

じ

い

ち

ゃ

ん

の

料

理

教

室

一
１１‥一
月

８

日

圉

无

…
…一
日

窗

、

午

前

1
0
時
3
0

分

～

午

後

１

時
3
0
分

（
全

三

回

）
　
　

会

場

五

香

市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象

市

内

在

住

の

六

十

歳

以

上

の

男

性

（

初

め

て

の

人

優

先

）

定

員

十

五

人
　

費

用

無

料

匣
1
0

月
2
3
日

囲

～
2
5

日

團

の

間

に

、

電

話

で

社

会

福

祉

協

議

会

容
6
8

・

Ｏ
（
ｎ
）Ｏ

Ｑ
り
番

へ

こ

こ

ろ

の

健

康

づ

く

り

教

室

１１
‥（
月

１

日

圉

午

後
１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

東

葛

飾

合
同

庁

舎
　

内

容

今

増
え

て

い

る

ウ
ツ

病
の

話
　

講

師
国

立
国

府

台

病

院

副

院
長

・

清

水
順

三

郎

氏
　

定

員

先

着
三

十

五
入

寮

バ
ザ

ー
等

も

開

催

（
午

前
1
0
時

～

午

後
４

時

）
し

ま

す

。

惠

講
演

は
1
0
月
2
7
日

窗

ま

で

に

電

話
で

松

戸

保

健

所

予
防

課

昔
6
1
・

９（
）１
（
‥／に一
１

番

へ

編

み

物

講

習

会

①

１１
‥一
月

９

日

團

・
1
6
日

團

②
1
1
1
1

一

月
1
0
日

窗

・
1
7
日

窗

、

各

午

前
1
0

時

～

正

午
　

会

場

①

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

②

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

千

円
（
材

料

費

別

）
　

内

容

婦

人

用

シ

ル

ク

ベ

ス

ト

を

仕

上

げ

る
　

持

ち

物

カ

ギ

針

六

号

圀

松

戸

編

物

文

化

協

会

・

安

達

音

4
3
・
ｇ

）
只
）ｑ
χ
り
番

オ

ー

プ

ン

ク

ラ

ス

「

英

語

に

よ

る
授

業

を

聞

き
ま

せ
ん

か

」

1
0月
2
6日
困

午
前
1
0時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　

費
用
予
約
二

百
円
・
当
日
三
百
円
　
内

容
前
向

き
に
生
き
る
た
め
の
マ
イ
ン

ド
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
活
用
法
　

講
師
心
理

学
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
ウ
ォ
ル

タ
ー
・

タ
グ
ス
氏

閲

東
葛
国
際
親
善
ク
ラ
ブ
・
鈴
木

昔
4
2・
１
Ｑ
り［
Ｄ
７

番

青
年
講
座
「
旅
の
楽
し
み
・

楽
し
み
の
旅
」

1
1
月

７

日

～
2
8

日

の

毎

週

火

曜

日

、
午

後

７

時

～

９

時

（

全

四

回

）

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー
　

内

容

乗

り

物

（
鉄

道

等

）

の

特

徴

を

生

か

し

た

安

上

が

り

な

旅

や

豪

華

列

車

を

使

う

旅

な

ど

の

旅

行

術
　

対

象

十

六

歳

以

上

の

人

（
三

十

歳

未

満

優

先

）
　

定

員

先

着

二

十

人
　

費

用

無

料

隰

電

話

で

青

少

年

会

館

音
4
4

・
8

5
5
6

番

へ

フ
ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ
メ

ン

ト

特

別

講

座

1
0月
2
9日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

２
時
　

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
二
千
円
　

内
容

冬
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
　

持
ち
物
（

サ
ミ
と
袋

問
フ
ロ
ー
ラ
ル

ア
ー
ト
花
の
友
の

会
・
阿
部
酋
4
9・
0
0
0
8

番

日

曜

大

工

講

座

1
1
1
1

一
月

１９
一
日

～

８

年
1
0

月
2
0
日

の

毎

月

第

二

・

三

日

曜

日

（
1
2
月

、

１

月

、
８

月

は

月

一

回

）
、

午

前

９

時

～

正

午
　

費

用

三

ヵ

月

九

千

円

（

道

具

代

・

材

料

費

別

）
　
　
対

象

趣

味

ま

た

は

本

格

的

に

建

築

技

術

を

学

び

、

再

就

職

を

考

え

て

い

る

人寮

８

年

４

月

か

ら

当

セ

ン

タ

ー

内

の

松

戸

共

同

職

業

訓

練

校

へ

の

入

学

可

。

毘

電

話

ま

た

は
（

ガ

キ

で

、

〒
2
7
0

松

戸

市

小

金

原

一
－

一

九

上

二
松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

（
テ

ク

ノ
2
1

登
4
9
・
3
2
0
0

番

）
　
へ

戸

定

歴

史

館

写

真

講

座

い
1
1
1
1

月
1
2
日

㈲

午

後
２

時

～

３

時

3
0分
　

会

場

戸

定

歴

史
館
　

内

容

プ

ロ

カ

メ

ラ

マ

ン

徳

川

慶

朝

氏

（
慶

喜
公

の

ひ

孫

）
に

よ

る

慶

喜

公

の

写

真
の

解

説

と
戸

定
邸

で

写

真

撮

影
の

指
導
　

費
用

無
料
　

定

員

先

着

二

十
人

※
1
0
月
2
2
日

、
1
1月
５

日

、
1
9日

、

1
2月
３

日

の

各
日

曜
日

、

午

後

２

時

か

ら
戸

定
歴

史

館

展
示

室

で

学

芸

員
に

よ

る

ギ

ャ
ラ

リ

ー

ト

ー
ク

を

行
い

ま

す

。

惠

講
座

は

電

話
で

戸

定

歴

史

館

容

6
2・
９
ｏ`
［
Ｄ
ｏ

番
へ

市
立
博
物
館
特
別
展
記
念
講

演
会
［
馬
具
が
語
る
古
墳
時

代
と
関
東
］

1
1
1
1

一
月
1
9
日

収

午

後
１

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

市

立

博

物
館
　

講

師

国

立
歴

史
民

俗

博

物

館

・
杉

山

晉

作

氏
　

定
員

八

十

人

（

抽
選

）
　

費

用

無

料

圃
二
１１
月
1
0
日

窗

ま
で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

住
所

・

氏

名

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0松
戸

市

千

駄

堀

六

七

一
市

立

博

物

館

特
別

展

記

念

講

演

会
係

（
昔
8
4
・
8
1
8
1

番

）

へ

＼ 日　　　時 定員

初

級

10/26 困

27廁

28圉

29(日)

午
後
１
時

30
分
Ｓ
４
時

30
分

忌
盜
ﾀﾞj

中

級

10/28(±)

29(日)

鷁
哭

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
情
報
セ
ン

タ
ー
　
内
容
撮
影
済
み
の
ビ
デ
オ

テ

ー
プ
に
タ
イ
ト
ル
・
音
楽
・
ナ

レ

ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
入
れ
て

オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
に
　

持
ち
物
自
分
で

撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
と
新
し

い

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
　
費
用
無
料

匣
1
0月
2
2日
旧

ま
で
に
、
電
話
で

森
の
ホ

ー
ル
2
1
情
報
セ
ン
タ
ー
容

8
4・
『
りＯ
［
Ｄ
Ｏ

番
へ

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

1
0月
2
4日

㈹

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

市
民

劇
場

費
用

初
回
の
み
テ

キ
ス
ト
代
二
千

七
百
円

圉
電
話
で
矢
切
公

民
館

昔
6
8・
1

2
1
4

番
へ

ゆ
う
ま
つ
ど
・
女
と
男
の
セ
ミ
ナ
ー

［
結

婚
し
た
い
／
し

な
い
あ
な

た

へ

贈

る
メ

ッ
セ
ー

斤

］

日　　時 会場 内　　　　　容 艱 牋 費用

11/9 附

午
後
７
時
Ｓ
８
時

30
分

女
性セ

⌒
ン

30夕
日｜
は
市
民
劇
場
Ｗ

なんで結婚するの

一自分を知る、相手を知る一

フ

リ

｜
－
フ
イ

タ

｜

北

村

年

子

氏

恚

曾

毒

女－
一一丈

五
百
円

16困
二人の時間、自分の時間

一役割を考える－

30附
ビデオ＆トーク

｢えつ、結婚ですか？｣

12/ 7 附
よりよい人間関係（パートナーシップ）

を求めて

圃
1
0／
3
1㈲
ま
で
に
、
電
話
で
女
性

セ
ン
タ
ー
酋
6
4・
8
7
7
8
番
へ

生

き
生
き
成
人

塾

卜 洋風あたり矢道場 ﾌｧﾝﾀｽﾃｨｯｸ ・ｽｷｰﾊｲｷﾝ ｸﾞ

日　時 10/29C日)午前9時～午後4時3膀 H8 1/19c ～即日)〔2泊3日〕

会　場 船橋アーチェリーレンジ 国立磐梯青年の家(宿泊地)ｲ寸近

内　容 フフーチエリーの基礎知識と体験 自然と歩くスキーに親しむ

対　象 成　人　男　女

定　員 先着30人 先着3Z人

贊　用 4,000円 20,000円

持ち物 運動のできる服装、昼食 ｽﾄｳｴ 戸等(スト･ 靴は無料ﾚﾝﾀﾙ)

圃
1
0／
2
5團
ま
で
に
、
電
話
で
県
立

流
山
青
年
の
家
ａ
０
４
７
１
・
5
9・

り乙
０
０
４
番
へ

市
貝

眥
隴

大
学

期　日 時　　　間 内　　　　容 講　　　師 対象費用会場

11/1311月)

午前10時～正午

健康つていいな

楽しく生きるストレス

解消法

順天堂大学
スポーツ健康

科学部 助教授
島内　憲夫氏

趣
味
の
サ
｜
ク
ル
に
属
し
て
い
る
－
－一
十
歳
代
か
ら
六
十
歳
代
の
人

無

料

中

央

保

健

セ

ン

タ

１

16附

あなたの「気」でリフ

レッシュ

（気功の体験）

気功講師

鈴木 弘子氏

22團

｢家族とともに｣

楽しく生きるストレス

解消法

順天堂大学

スポーツ健康
科学部 助教授

島内　憲夫氏

29團
午前10時～

午後１時

心をいやす

ハープ料理

(調理実習)

ハープ研究家

梨子本 雅秋氏

12/ 7 附 午前10時～正午
｢コミュニティーとと

もに生きる｣

順天堂大学
スポーツ健康

科学部 助教授
島内　憲夫氏

高
齢
者
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

期　日 時間 会　 場 内　　　　容

11/130月) 午
後
１
時

30
分
Ｓ
３
時

30
分

ボ 社
ラ 会
ン 福
テ 祉ィ協

ア 議
セ 会
ン 内

夕
｜

高齢者って何だろう

ボランティフフ活動を始め
るにあたって

14(火) 介護の実際

15團

施設が期待するボランテ

ィフフ
車いすの扱い方

16困

または

17刪

ｊ

轟

-1人 特
松ホ別
寿｜養
園ム護1-　　老

福祉施設体験学習

(都合の良い日を選択)

20(月)

午

Ｓ後
３１
時時

3030
分分

ンン議社
タテ会会
｜ イ内福
ﾌﾌ ﾎﾞ祉
セラ協

社会福祉協議会について

福祉ネットワーク事業に

ついて

※５日間で１コース　定員先着50人

惠電話で健康管理課保健計画係066-7486 番へ

定員 先着30人　費 用無料

惠10 月23日(月卜27 忠 の間巳電話でボラン ティアセンタ

-S62-5963 番 へ

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス………H66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜・午前９時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所………………Q68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～竹時

◆休日土曜日夜間歯科診療所…S65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

情報チャンネル

情
報
セ
ン
タ
ー
ビ
デ
オ
講
座

救急医療
体制



市

民

体

育

祭

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

秋

季

大

会

（

ダ

ブ

ル

ス

）

一
‥‥一
月

１９
一
日

㈲

午

前

８

時
3
0

分

～

午

後

７

時
　

会

場

運

動

公

園

体

育

館
　

対

象

市

内

在

住

・

在

勤

・

在

学

者
　

種

目

男

女

別

一

～

四

部

費

用

登

録

者

一

人

千

二

百

円

、

未

登

録

者

一

人

千

五

百

円

圃
1
0

月
3
0
日

側

ま

で

に

、

所

定

の

振

込

用

紙

ま

た

は

現

金

書

留

で

〒

2
7
0 松

戸

市

小

金

原

九

上

丁

二

一

磯

野

照

磨

へ

固

長

谷

川
｛
一一
4
1
・
7
9
2
5

番

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

１１
‥一
月
2
6
日

㈲

、
1
2
月

２

日

出

、

午

前
８

時
3
0
分

か
ら
　

会

場

運

動

公

園

体

育
館
　

対

象
市

内

在

住
の

女

性
チ

ー
ム
　

費
用

一
チ

ー

ム
ニ

千

円

兩
百
一
月

４

日

出

ま
で

に

、
（

ガ

キ

に

代

表

者
の

住

所

・
氏

名

・

電

話

番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

市

千

駄

堀

二
（

七

七
－

二

北

見

敦
子

（
音
4
3
・
9
0
6
6

番

）
　へ

※
1
1
1
1

一
月
1
8
日

出

午

後
２

時

か

ら

、

運

動
公

園

武

道
館

会

議

室
で

代

表

者
会

議

を

行
い

ま

す

。

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
食
器
棚
無
料
◆

パ
イ

プ
ベ
ッ
ド
二
千
円
◆
座
卓
無
料

◆

ペ
ン
チ
チ
ェ
ス
ト
無
料
◆

折

り
た
た
み
テ

ー
ブ
ル
無
料
◆
マ

ッ
ト
付
き
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
三
千

円
◆

折
り
た
た
み
台
所
い

す
四

脚
九
千
円
◆
い
す
二
脚
付
き
丸

テ
ー
ブ
ル
無
料
◆

押
入
れ
用
た

ん
す
三
千
円

〔
電
気
用
品
〕
カ
ー
テ
レ

ビ
九

千
円
◆
食
器
乾
燥
機
四

千
八
百

円
◆
空
気
清
浄
器
一
万
円
◆
職

業
用
ミ
シ
ン
二
千
円
◆

板
付
き

市

民

体

育

祭

な

ぎ

な

た

大

会

Ｈ
月
５

日
面
正
午
か
ら
　

会
場

運
動
公
園
剣
道
場
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
者
　
内
容
演
技
（
二
人

一
組
）
・
試
合
　

費
用
千
円

匣
1
0月
3
1日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
野
口
（
0

4
5・
0
4
1
0

番
）
　へ

気

功

太

極

拳

初

心

者

講

習

会

１１１１１１
月
1
0
日

～

８

年

１

月
2
6
日

の

毎

週

金

曜

日

（

全

十

回

）
、
午

後

７

時

～

９

時
　

会

場

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

五

千

円
　

定

員

先

着

十

名

圜

太

極

拳

金

曜

会

・

平

野

容
6
8

・

8
7
9
7

番

ス
ポ
ー
ツ

市

民

体

育

祭

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

‥1
1
1
1

一
月
1
9
日

・
2
6
日

の

日

曜
日

、

午
前

８

時

～

午

後
７

時
　

会
場

運

動
公

園

体

育

館
ほ

か
　

対

象

市

内

在
住

・

在

勤

者
の

チ

ー
ム
　

費
用

一
チ

ー
ム

三
千

円

冐
一
月
７

日

㈹

午
後
７

時

か

ら

、
小

金

中

学

校
で

行
わ

れ

る

代

表

者
会

議

に

持

参

〕

珥
一
1
0月
3
0
日

㈲
〔
必

着

〕
ま
で

に

、

（

ガ
キ

に
チ

ー
ム

名
・
代

表

者
名
・

住
所

・

電

話

番

号

・
男

女
の

別

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

市

新

松
戸

北
ニ

ー

ニ
（

Ｉ

一
一

小

金

中

学

校

浜

田

一

彦
（
’一一
4
1・
0
6
4
6

番
）
へ

小
型
こ

た
つ
八
百
円
◆
電
動
編

み
機
一
万
円
◆
ヒ
ー
タ
ー
二
千

円
◆
こ

た
つ
千
円

〔
子
供
用
品
〕
Ｂ
形
ベ
ビ
ー
カ

ー
五
千
円

・
二
千
円
◆
新
生
児

用

紙
お
む
つ
百
六
十
枚
二
千
円

◆

ベ
ビ
ー
バ
ス
無
料
二
点
◆

小

学
生
学
習
事
典
五
教
科
十
六
巻

二
千
円
◆
小

学
生
百
科
事
典
三

十
巻
二
千
円
◆

お
ま
る
三
百
円

◆

お
ん
ぶ
だ
っ
こ
ひ

も
無
料
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
五
千
円
・
三
千
円

◆

歩
行
器
千
五
百

円
◆

籐
（
と

う
）
製
揺
り
か
ご
二
千
五
百
円

〔
ス

ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
ピ

ア
ノ

無
料
二
点

陳

式

太

極

拳

（

講

習

会

・

演

武

会

）

1
0月
2
9
日

面

午
前
1
0
時
～

正

午

（

講
習

会

）

と

午
後
１

時
～

４

時

（
演

武

会

）
　
　
会

場

小

金

原

体

育

館
　

費

用

講

習
会

二

千

円

・

演
武

会

千

円

固

日

本

陳

式

太

極

拳

学
会

交

流
大

会

本

部
・
及
川

豊
6
7・
8
2
6
4

番

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ
教

室

1
0月
2
9日

㈲
午
前
９

時
～
正
午

会
場
高
木
小

学
校
　

費
用
無
料

圃
当
日

会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
染
谷
酋
8
7・

7
6
3
2

番

〔
日
用
雑
貨
〕
英
語
教
材
ビ
デ

オ
ニ
十
四
巻
一
般
用
無
料
◆

デ

ッ
サ
ン
用
石
こ
う
立
方
体
・
婦

人
の
手
各
無
料
◆
室
内
ペ
ッ
ト

ベ
ッ
ド
千
円
◆
ケ

ー
ス
入
り
ひ

な
人
形
無
料
◆
海
外
用
ト
ラ
ン

ク
九
千
円
◆

婦
人
用
牛
革
ぞ
う

り
千
五
百
円
◆
編
み
機
三
千
円

◆
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
二
千
円
◆
小

動
物
用
か
ご
二
千
円
◆
フ

ァ
ン

ヒ

ー
タ
ー
ガ
ー
ド
五
百
円
◆

パ

イ
プ
（

ン

ガ
ー
無
料

惠
1
0月
2
5日
團
〔
当
日
消
印

有

効
〕
ま
で
に

、
（

ガ
キ
に
希
望

品
名
（
品
物
一
点
に
つ

き
一
人

一
枚
）
・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
昼
間
お
勤
め
の
人

は
勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

1
1
1
1

一
月
1
2
日

㈲

午

前
８

時
3
0
分

受

け

付

け
　

会

場

小

金

原

体

育

館

種

目

混

合

十
チ

ー
ム

（

男

性
二

人

以

内

）・
女

性

十
チ

ー

ム
　

費

用

一

チ

ー
ム

（
五

人

以

内

）
千

五

百

円

毘
1
0
月
3
1
日

㈹

（
消

印

有
効

）

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

代
表

者
の

住

所
・
氏

名
・
電

話

番
号
・
種

目

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

市
小

金

原

三

―
一

八
－

一
八
－

二
○

三

市

村

広

子

（

昔
4
2
・
6
1
9
0

番

）

へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月
７
日
～
３
月
2
8日
の
毎
週

木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
、
Ａ
ク
ラ

ス
＝
午
前
９

時
3
0分
か
ら

、
Ｂ
ク

ラ
ス
＝
午
膊
1
1
1
1

時
1
5分
か
ら
、
Ｃ

ク
ラ
ス
＝

午
後
１
時
か
ら
　

会
揚

栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
　
対

象
市
内

に
在
住
・
在
勤
の
人
　

費
用
一
万

二
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

跟
百
一
月
５
日
㈲
ま
で
に

、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
ク
ラ
ス
（
第
三
希
望
ま
で
）
・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
松
戸
市
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱

匸

一
号

松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・
平

木
（
音
4
8・
6
7
8
4

番
）
へ

七
－

八
京
葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸
第
二

ビ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
※
相
手
の
紹
介
は
、
月
末
に
抽

選
し

、
当
選
者
に
電
話
連
絡

し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
に

な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に

つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
1
0

月
2
4日

㈹
ま
で

に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
一
人
三

点
ま
で
）
°
３
月
2
0日
号
に
掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま
で

で

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん

。

閲
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
昔
6
6・

7
3
2
9

番

催

し

物

流

山

青

年

の

家

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
「

フ

ェ

ス

タ
・ｍ

流

山

１

」

一
1
1
1
1

一
月
1
2
日

㈲

午
前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会

場

流

山

青
年

の

家
　

内

容
国

際
青

年

交

流
の

つ

ど
い

、
餅

つ

き
大

会

な

ど
　

費

用

無

料

※
フ

リ

ー
マ

ー

ケ
ッ

ト

の

出

店

者

を

募
集

〔
1
0
月
2
0
日

麕

か

ら

直

接

。
協

賛

金
五

百

円

、
食

料
品
・

大
型

不
可

。

先

着
五

十
人

〕

※

運

営
ス

タ

ッ
フ
（
中
学

生

以

占

も

募
集

中

（

送
迎

バ

ス

あ
り

）

醴

県

立
流

山

青

年
の

家

・
石

畑
昔

０

４

７

１

・
5
9
・
９
｀
0
0
4ｑ
番

骨

髄

バ

ン

ク

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

コ

ン

サ

ー

ト

（

ピ

ア

ノ

三

重

奏

）１１一
１１
月
1
0

日

窗

午

後

６

時
3
0
分

開

演
　

会

場

市

民

劇

場
　

費

用

前

売

り

三

千

円

・

当

日

三

千

五

百

円

閲

千

葉

骨

髄

バ

ン

ク

推

進

連

絡

会

一

岡

野

―
i　・
7
2

・
（
‥乙

４

０

７

番

野

鳥

観

察

会

（

手

賀

沼

）

1
0月
2
9日
㈲
午
前
８

時
松
戸
駅

東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
１
時

現
地
解
散
（
雨
天
中
止
）
　
　持
ち

物
筆
記
・
観
察
用
具
、
昼
食
、
交

通
費
　

費
用

無
料

固
聯
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金

容
4
5・
9
8
4
6

番

松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

演

奏

会

一
Ｈ
月
４

日

出
午

後
３

時
開

演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
無
料
　
曲

目
結
婚
式
・
あ
の
頃
に

は
・
セ
ー

ラ

ー
ム
ー
ン
よ
り
「
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
伝
説
」
ほ
か

問
平
井
容
8
8・
5
3
2
8

番

2
0
才

の

コ

ン

サ

ー

ト

一
1
1
1
1

一
月

幵
］
日

出

午

後

２

時

開

場

会

場

市

民

劇
場
　

内

容

自
閉

症

者

に

よ

る

ピ
ア

ノ

コ

ン

サ

ー
ト
　

費

用

無

料

固

須

郷

昔
6
6
・
2
8
6
6

番

べき 矗(J)ﾎﾘﾚ21 チヶ ットセン ター

チ ケ ッ ト ガ イ ド

取扱時間　午前10時~午後4 時　醴酋84-5050番( 月曜日は休館)

公演日 公　　演　　名 会　　場 開演時間 費　　　用

11/3 吩

新ヴィヴアルディ合奏団

｢バツハの楽しみ｣

管弦楽組曲第２番ほか　⑩

森のホづし21

小ホール
午後２時

全自由席/

3,000円

23吩

ＢＢＯウェールズ交響楽団
(指揮：尾高忠明)

ドヴォルザークノ交響曲８

番ほか　　　　　　　☆鴟 森のホづレ21

大ホール

午後２時

S/6,500 円

A/6,000 円
B/5,000 円

30困
ハウンド・トップ

コンサート

午後

６時30分

全指定席/

4,635円

１／７(日)

ハレー弦楽四重奏団　出演

：漆原啓子、豊島泰嗣ほか
モーツフフルトノ弦楽四重奏

曲「狩」ほか　　　　☆⑩

森のホール21

小ホール
午後２時

全席指定/
3,800円

☆EDには 託児サ ービ ス（有料） があり※チケット は 売り 切れの場合があり ます。

ます。 ⑦EDに は学生席があま す。

松

戸

声

楽

勉

強

会

発

表

会

1
0月
2
1日
出
午
後
１

時
3
0分
開

演
　

会
場
市
民
劇
場
　
費
用
無
料

内
容
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
ー

ド
イ
ツ
・
日
本
歌
曲
等
　
講
師
鈴

木
賀
子
氏
（
模
範
演
奏
あ
り
）

固
五

味
容
4
3・
9
3
5
5

番

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

一
1
1
1
1

一
月
３

日

賜

午

前
1
0
時
～

午

後

２

時
　

会

場

市

民

会

館

汰

品

物
の

提

供

も

お
願

い

し

ま

す

夭

人

の

古

着
は

不

可

）
。

固

安

全
課

庶

務

係

矢

切

公

民

館

合

同

作

品

展

1
0月
3
1
日

㈹

～
1
1
1
1

一
月
５

日

㈲

の

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時

（
3
1
日

は

正

午

か
ら

、

５

日
は

午
後

３

時

ま

で

）
　

会

場

矢

切
公

民
館
　

費

用

無

料
　

内

容

公

民

館
の

利

用

団

体

と

講

座

終
了

者

の

作
品

展

示

固

矢

切
公

民

館
｛
一一
6
8・
1
2
1
4

番

保
健
・
衛
生

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

１１一
1
1
月
上

旬

に

予

防
接

種

の

通

知

を

し

ま

す
（
表

①

）
。
ま
た

、
申

し

込

み

が
必
要
な
人
は

表
②
の

通
り
で

す

。

予

診

票

（
旧

問

診

票
）

を

持

っ

て

い

な
い

人

は

、

直
接

各
保

健

セ

ン

タ

ー
、
各

支
所

の

健

康
相

談

室
、

ま

た

は
（

ガ
キ

に

左
記

の

要

領
で

記

入
し

て

、
〒
7
7
1
一
松
戸

市

竹

ケ

花

七

四
－

三

中

央

保

健
セ

ン

タ

ー

保

健
衛
生
課
予

防
衛
生
係
へ

※
旧
問

診
票

を

持
っ
て

い
る

人

は
、
個
別
接

種
受
託
医

療
機
関

か
、
集
団
接

種
会
場
で

交
換
し

て
使
用
で

き
ま
す
。

固

保
健

衛

生
課
予

防

衛
生
係

昔

6
6・
７
４
８
Ｑ
．）番

ハ ガ キ 記 入 要 領

・希 望する 予防 接種名

( 複 数可)

・初 めて または

今 まで受 けた日 付

回受け た

年　 月　 日

年　 月　 日

住 所

保 護者 氏名

・子ど も の氏名

・子ど も の生年月 日

・電 話番 号

表①

９月末までに住民 登録をし た人には 、11月 上旬に

予診票または予防 接種手帳を送り ます

・平成 ７年 ６月 １日～ ７月31日 生ま れの人 には予

防接種手帳

・平成 ６年 ９月 １日～ ６年11月30日生 まれの人に

はDPT  1 期追加・麻し ん ・風しん ・日 本脳炎

の予診票

表②

剛 表①の生年月日 に該当し 、10月以降にｲ主民 登録

をした人。

（2）予診票を持 つていな い下記の人。
・３ヵ 月以上 ４歳 未満でツ 反及びＢＯＯ の予 防接

種が済んでいない 人

・３ヵ 月以上 ７歳 半未満でポリ オの予防接 種（２

回）が済んでいない 人
・３ヵ 月以上 Ｚ歳 半未満でＤ ＰＴの予防接 種（４

回）が済んでいない 人

・１歳以上 ７歳半 未満で麻し んの予防接種 が済ん

でいない人

・平成４年 ４月 １日以 前に生まれ ７歳半 未満 で日

本脳炎の予防接 種が済んでいない人
・平成５年 ４月 ２日～ ６年11月30日生ま れの人で

風し んの予防接 種が済んでいない人

男
の

友
人

な
ど
家
に
連

れ
て

来
た
こ

と
の

な

い
平

和
な
家

庭
に

彼
が
来

る
こ

と
に
な
り

ま
し

た

。
私
も
家

族
も
深
く
考
え

な
い

で
い

た
の

に
、

い

ざ
彼
が
父
に

話
し
始
め

る
と
、
結
婚

を
前
提

に

付
き
合
い
た
い

と
発
言

。
父

は
も
ち

ろ
ん
私

自

身
全

く
考
え
て

い
な
か
っ

た
の

で
驚

く
ば
か

り
で

し
た

。

今
で

は
、

あ
の

時
の
彼
の
突

拍
子
も

な
い

発

言
に

感
謝
し
て
い

ま
す
。

慎 二郎 さん

純　 江 さん

西尾常盤平

※
こ
の
欄
に
登
場

し
て
く
だ
さ
る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し
て
い
ま
す

閲
広
報
課

リ
サ
イ
ク
ル
広
場あ

な
た
の
家
の
不
要
品
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

いきなりの発言に

驚かされませいた

新婚さん　　　　

こんにちは



おはなしフェスティバル'95が、９月30日と10 月１日に青少年会館で

行われました。

会場には、人形づくりの部屋やおはなし講座、絵本紹介コーナーの

ほかに劇場も設けられ、おはなしキャラバンはもちろん、市内外の団

体が人形劇や紙芝居を楽しませてく れました。

馬橋北小学校人形劇団「クラブトトロ」による「ブレーメンの音楽隊」

の上演では、小学生の熱演に会場から盛大な拍手が送られていました。

訪れた人たちも参加した人たちも、それぞれにおはなしフェ スティ

バルを満喫した２日間になりました。

稔
台
開
拓
5
0

年

街　の　話　題

身近な街の話題をお寄

せください。

固広報課

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
記
念
碑
定
立

裏面には開拓者60人の名前が刻まれています拍手かつさいのミュージカル

９月24日、森のホール小ホールで稔台開村50年を祝い、稔台の人たちの手作

りによるミュ ージカル「稔台ものがたり」が上演されました。

荒地に足を踏み入れた復員軍人が花嫁を迎え、子供を育て、開拓していく 様

子を笑いと涙のミュージカルに仕立てたものです。

原作はもとより、音楽・振付・照明などすべて素人によるもの。客席は満員

で、大盛況のうちに幕を閉じました。

また、地元の「みのり神社」には、|日開拓組合の人たちにより「稔台開拓50

年記念碑」が建立さ れました。 10月１日には、その除幕式が行なわれ、参加し

た皆さんは平和の尊さを改めてかみしめると共に、地域の発展を誓い合いました。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
す
る
「

思

い
出
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
話

を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

。

醴
広
報
課
ヽ

「
こ
の
平

和
を

い
つ
ま
で
も
」

渡
辺
　

福
太

郎

さ
ん
（
樋
野
口
）

昭
和
1
6
年
７
月
、
ハ
ル
ピ
ン
へ
出
兵
。

満
州
第

一
七
七
部

隊
で
牡
丹
江
、

満
州

へ

と
移
動
し
ま
し

た
。

戦
地

で
は
、

冬
に
な

る
と
氷
点
下
三

十
度

の
中
で
、

来
る
日

も
来
る
日

も
戦

闘
訓
練

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

大

東
亜
戦
争

が
激
し

く
な
っ

た
昭
和

1
8年

に
は
、
沖

縄
行

き
も
命
じ

ら
れ
ま

し

た

が
、
私

は
残
留

部
隊
に
入

っ
て
満

州

に
居
残
り

ま
し
た

。

終
戦
間
近

に
は
牡
丹
江

に
移
っ
た
の

で
す

が
、
そ
こ
で
ソ
連
軍

と
交
戦

が
始

ま

っ
て
多
く
の
仲
間

が
戦
死

し
て

い
き

ま
し

た
。
終
戦

は
８

月
1
5日
で
す

が
、

何

の
情
報
も
入

ら
ず
、
そ
の
後
も
１
ヵ

月
戦
い
続
け
ま
し

た
。

敗
戦

は
無
線
で

知
り
ま
し

た
。
時
間

が
た

つ
に
連
れ
て

、
こ
れ
で
家

族

が
待

っ
て

い
る
日
本
に

帰
れ
る

と
思

い
ま
し

た

が
、

そ
れ

か
ら
四

年
問

シ

ベ
リ
ア

で

の
抑
留

生
活

が
続

い
た
の

で
す
。

「

ヤ
ポ
ン
ス
キ

ー
ス
コ

ー
ラ

ダ
モ
イ

農
林
大

臣
賞
受
賞
時

（
日
本

に
早

く
帰
し

て
や

る
よ

）
」
の

言

葉
と

は
裏

腹

に
、

シ

ベ
リ
ア

の
奥

地
の

ム
ー
リ

ン
収
容
所

で
は
、
氷

点
下
四

十

度
の
中

で
、
シ

ベ
リ
ア

鉄

道
建

設
の
強

制
労
働

で
し

た
。
日
本
で

は
体
験

し
た

こ
と

の
な
い
寒

さ
と
、
極

度
の

飢
餓
状

態
の

中
で
労
働

中
に
死

ん
で

ゆ
く
仲
問

。

私

も
栄
養

失
調

に

な
り
ま
し

た

が
、

死
ん
で
は

い
け

な
い
、
妻
や
子

ど
も
た

ち

が
待

っ
て
い
る
日
本
（
樋
野

口
）
に

帰

る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
自

分
に
言

い
聞

か
せ

、
蛇
や
松
の
葉
、

コ
ケ
な
ど

を
食

べ
て
飢
え
を
し
の

い
で

き
ま
し

た
。

四

年
間
の

抑
留
生
活

を
経
て

日
本
の

土

を
踏

ん
だ
時
は
、
涙

が
止

め
ど
も

な

く
流

れ
て

き
ま
し

た
。
私
の

終
戦
は
、

こ

の
時

だ
っ
た
の
で

す
。

戦
後

は
、
以

前

か
ら
作

っ
て

い
た
小

か
ぷ
（
樋
野

口
小

か
ぷ
）
の
品
種

改
良

に
取
り
組

み
高
品
質
で

お
い
し

く
、
高

く
売

れ
る
も
の
を
作
ろ
う

と
懸
命
の
研

究
を
し

ま
し
た
。
幸

い
良

い
指
導
者

や

土
質

に
恵
ま
れ
、
昭
和
2
8
年
、
2
9年
、

3
1年

と
三

回
農
林
大
臣
賞

を
受
賞
す

る

こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
一
時
期
は
特

産

と
し

て
、
多
く

の
農

家
で
栽
培

さ
れ
て

い
ま
し
た

が
、

宅
地
化

が
進

む
に
つ
れ

て
少
な
く
な

っ
て
し

ま

い
ま
し

た
。

そ
の
後
私

は
、
こ
れ

か
ら

の
松
戸

市

の
街

づ
く
り

を
考
え
、
議
員

と
し

て
市

政
へ
参
加
し

て
き
ま
し

た
。

現
在

、
子
ど
も
や
孫

た
ち

と
暮

ら
し

て

い
ま
す

が
、
今
日
の

こ
の
平

和
な
世

界

を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
悲
惨
な
戦

争

が
二

度
と
あ

っ
て

は
な
ら
な

い
し

、

核

兵
器
の
開
発

・
保
有

な
ど
、
絶
対

に

あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思

い
ま
す

。

未知なる発見が旅の喜び

朝子に鵜殿新松戸

おはなし
フェスティバル

私

の
旅
の
モ

ッ
ト

ー
は
、

「
そ

の
国
の
人
に
な
り
き
る
」
こ
と
。

異

国

の
人

と
仲
良

く
な
れ

る
最
善

の
方
法

だ

か
ら
で
す

。
出
会

い
は

知
ら

な
い
土
地
に
潜
ん
で

い
る
「
何

か
」

を
発
見
ｒ

き
る
一
番

の
近
道

の
よ
う
７
気

が
し
ま
す
。

写
真

は
８
年
前
、

タ
イ

を
訪
れ

た
と
き

の
も

の
で
す

。
街

に
は
こ

の
国
の
神
様
「
象
」
を
か
た
ど
っ

た
も

の

が
あ
ち
こ

ち
に

あ
る
ん
で

す
。
タ
イ

の
人
々

の
国
民

性
と
象

「
勤

勉
で

た
く

ま
し

い
」

と

い
う

共
通

点
は
、

偶
然
で

は
な
い
と
感

じ

た
の
は
私
だ

け
で

し

ょ
う

か
。

象

の
背
に
乗

っ
て

い
る
私

。
楽

し
そ
う

に
み
え
ま

す
？
　

実

は
象

の
頭
毛

は
硬
く
、

ま
る
で

剣
山
の

上

に
座

っ
て

い
る
よ
う
で
、

と
て

も
痛

か
っ

た
ん
で

す
。

あ
れ
以
来
日
本

を
離
れ
て

い
ま

せ
ん

が
、

い
つ
の
日

か
ま

た
、
麦

知
７

る
発
見
を
探
し

に

い
き
た

い

と
思

っ
て

い
ま
す
。

毎日、昼休みに集まっての練習は、

けんかをしたり苦労もあったけれど、

みんなでやれて楽しかったです。

戦
後
5
0
年

私
の
思
い
出
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